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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 112,611 0.2 4,405 75.6 4,367 81.8 4,154 302.8
22年3月期第3四半期 112,433 △10.2 2,508 ― 2,401 ― 1,031 △1.0

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 100.98 ―
22年3月期第3四半期 26.24 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 90,811 44,463 44.9 991.95
22年3月期 91,637 41,425 41.4 922.62

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  40,814百万円 22年3月期  37,963百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想） 10.00 10.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 151,600 0.0 6,500 46.1 5,700 25.6 1,700 △20.4 41.32



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「2. その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 48,794,046株 22年3月期  48,794,046株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  7,648,316株 22年3月期  7,646,736株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 41,146,320株 22年3月期3Q 39,312,270株
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当第３四半期におけるわが国経済は、企業収益や設備投資は回復基調にあるものの輸出の減速、駆け

込み需要の反動による個人消費の落ち込み、依然として高水準で推移する失業率など足踏み状態が続き

ました。当社グループの事業が関連する情報サービス業界では、外部委託している業務の一部を内部の

余剰人員で賄う内製化の動きがあり厳しい面も見られますが、一方で企業のコスト意識の高まりから経

営改革を推進するための取り組みとしてBPO（ビジネスプロセスアウトソーシング）への注目度が高ま

っております。また内需の脆弱さもあって高い経済成長を続ける中国に進出し成長力を高めようとする

企業が増加しており、グローバルでのアウトソーシング需要がより一層高まってきております。 

 このような事業環境の中、当社グループでは、引き続き中国を中心としたグローバルでのビジネスの

強化に努めました。具体的には、中国に企業の総務・経理・人事・営業支援などのBPO業務を行う拠点

を新設いたしました。また、成長著しい中国のEC市場に進出する企業をトータルで支援する、中国ECサ

ポートサービスの提供を開始いたしました。 

 そのほかの取り組みとして、企業の営業活動を支援するクラウドサービスと連携したクラウド専用

iPadアプリ開発サービスの提供を開始いたしました。またコールセンターサービス事業における新たな

仕組みを創出していくため、SaaS型CRMシステムを活用した在宅オペレーターによる業務検証を開始い

たしました。この仕組みが確立できれば優秀な人材確保、コスト競争力の強化につながります。また少

子高齢化、就業機会の創出など社会的課題に貢献していく側面からも意義のある取り組みとなります。

 収益面につきましては、前期に実施したグループ会社の整理・統合の効果に加え、国内子会社の業績

回復と海外事業が成長軌道に乗ったこともあって収益性は大きく改善していますが、引き続き販管コス

トの抑制に努め、より高い収益性確保を目指してまいります。 

以上の取り組みの結果、当第３四半期の連結業績は、売上高112,611百万円となり前年同期比0.2％の

増収となりました。利益につきましては、前期に実施した諸施策の効果により、営業利益は4,405百万

円となり前年同期比75.6％の増益、経常利益は4,367百万円となり前年同期比81.8％の増益となりまし

た。また、投資有価証券売却益の計上などにより、四半期純利益は4,154百万円となり前年同期比

302.8％の大幅な増益となりました。 

  

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

（単体サービス） 

当社におけるアウトソーシングサービス事業等につきましては、ITサービスの需要の拡大が見込まれ

るものの、引き続き低迷している外部環境の影響もあり、売上高は91,676百万円、セグメント利益は

3,499百万円となりました。 

（ＢｔｏＢ国内子会社） 

ＢｔｏＢ国内子会社につきましては、前期に実施したグループ再編の影響もあり、売上高は16,567百

万円となり、セグメント利益については457百万円に改善しました。 

（ＢｔｏＢ海外子会社） 

ＢｔｏＢ海外子会社につきましては、韓国、中国におけるコールセンターサービスの受注は比較的好

調に推移し、売上高は10,108百万円となり、セグメント利益は30百万円となりました。 

（ＢｔｏＣ子会社） 

ＢｔｏＣ子会社につきましては、前期に実施した事業の選択と集中等の効果により、売上高は2,087

百万円、セグメント利益については249百万円となりました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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（財政状態の分析） 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて826百万円減少し、90,811百万

円となりました。このうち流動資産につきましては、278百万円増加し、58,994百万円となりました。

これは投資有価証券の売却などにより、現金及び預金が増加したことによるものであります。固定資産

につきましては、1,105百万円減少し、31,816百万円となりました。これは投資有価証券の一部売却に

よる減少や、有形・無形固定資産および繰延税金資産が減少したことによるものであります。 

また、負債の部につきましては、前連結会計年度末に比べて3,864百万円減少し、46,347百万円とな

りました。これは主に、当社における借入金の返済や社債の償還等による減少であります。 

純資産の部につきましては、前連結会計年度末に比べて3,037百万円増加し、44,463百万円となり、

自己資本比率は、44.9％となりました。 

（キャッシュ・フローの状況の分析） 

当第３四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期と比べ286百万円収入が減少し、6,049百万円の

収入となりました。この主な要因は、税金等調整前四半期純利益が大幅に改善したものの、訴訟和解金

の支払が発生したことによるものであります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期と比べ787百万円収入が増加し、716百万円の収

入となりました。この主な要因は、投資有価証券の売却による収入が増加したことによるものでありま

す。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期と比べ2,908百万円支出が増加し、4,606百万円

の支出となりました。この主な要因は、長期借入金の返済による支出が増加したことによるものであり

ます。 

以上の結果、現金及び現金同等物の当第３四半期連結会計期間末残高は、前連結会計年度末に比べ

1,944百万円増加し、29,567百万円となりました。 

  

平成23年３月期の業績予想につきましては、平成22年５月14日に公表いたしました業績予想から変更

はありません。 

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

一部の連結子会社は、当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定し

たものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見

積高を算定しております。 

② 棚卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末

の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。 

 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価

額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③ 固定資産の減価償却費の算定方法 

固定資産の年度中の取得、売却または除却等の実績を反映し年間償却予定額を期間按分する方法

によっております。 

 なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分し

て算定する方法によっております。 

④ 法人税等ならびに繰延税金資産および繰延税金負債の算定方法 

一部の連結子会社は、法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項

目を重要なものに限定する方法によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時

差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の

業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

① 「持分法に関する会計基準」および「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適

用  

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月

10日公表分）および「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号

平成20年３月10日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。  

 なお、これによる経常利益および税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。 

② 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用  

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号

平成20年３月31日）を適用しております。 

 これにより、営業利益、経常利益は97百万円、税金等調整前四半期純利益は、151百万円それぞれ

減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は197百万円であり

ます。   

③ 「企業結合に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12

月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「『研

究開発費等に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離

等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」

（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表分）、「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に

関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。   

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 30,158 28,249

受取手形及び売掛金 23,018 24,865

有価証券 100 80

商品及び製品 26 20

仕掛品 710 653

貯蔵品 26 18

繰延税金資産 3,286 3,397

その他 2,114 1,586

貸倒引当金 △447 △156

流動資産合計 58,994 58,715

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,852 4,242

工具、器具及び備品（純額） 2,681 3,330

土地 1,147 1,154

その他（純額） 428 379

有形固定資産合計 8,110 9,106

無形固定資産

のれん 694 1,085

ソフトウエア 2,758 3,192

その他 329 396

無形固定資産合計 3,782 4,674

投資その他の資産

投資有価証券 3,435 4,346

関係会社株式 3,587 3,769

その他の関係会社有価証券 87 49

関係会社出資金 358 352

繰延税金資産 3,046 3,728

差入保証金 4,907 4,872

その他 4,815 2,454

貸倒引当金 △315 △432

投資その他の資産合計 19,924 19,140

固定資産合計 31,816 32,921

資産合計 90,811 91,637
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 4,049 4,099

短期借入金 678 791

1年内償還予定の社債 1,070 1,070

1年内返済予定の長期借入金 11,545 8,543

未払金 2,394 2,408

未払費用 6,248 5,213

未払法人税等 316 536

未払消費税等 1,552 1,377

賞与引当金 1,517 2,711

その他 1,696 1,268

流動負債合計 31,069 28,021

固定負債

社債 1,920 2,730

長期借入金 9,906 16,085

退職給付引当金 116 111

訴訟損失引当金 2,548 2,548

その他 787 715

固定負債合計 15,278 22,190

負債合計 46,347 50,212

純資産の部

株主資本

資本金 29,065 29,065

資本剰余金 20,510 20,511

利益剰余金 9,974 6,257

自己株式 △15,922 △15,921

株主資本合計 43,628 39,912

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △224 207

為替換算調整勘定 △2,589 △2,156

評価・換算差額等合計 △2,814 △1,949

少数株主持分 3,649 3,462

純資産合計 44,463 41,425

負債純資産合計 90,811 91,637
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 112,433 112,611

売上原価 91,887 92,085

売上総利益 20,545 20,526

販売費及び一般管理費 18,037 16,120

営業利益 2,508 4,405

営業外収益

受取利息 57 51

受取配当金 14 3

デリバティブ評価益 81 －

持分法による投資利益 － 76

助成金収入 399 417

その他 139 151

営業外収益合計 692 700

営業外費用

支払利息 376 434

デリバティブ評価損 － 24

持分法による投資損失 103 －

為替差損 151 143

その他 166 136

営業外費用合計 798 738

経常利益 2,401 4,367

特別利益

固定資産売却益 97 －

投資有価証券売却益 － 1,701

関係会社株式売却益 453 112

貸倒引当金戻入額 38 28

持分変動利益 0 18

その他 550 215

特別利益合計 1,140 2,075

特別損失

固定資産売却損 1 －

固定資産除却損 158 14

減損損失 563 395

関係会社株式評価損 3 22

持分変動損失 111 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 53

その他 1,248 388

特別損失合計 2,086 874

税金等調整前四半期純利益 1,455 5,568

法人税、住民税及び事業税 211 303

法人税等調整額 639 862

法人税等合計 851 1,166

少数株主損益調整前四半期純利益 － 4,402

少数株主利益又は少数株主損失（△） △426 247

四半期純利益 1,031 4,154
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,455 5,568

減価償却費 1,993 1,450

減損損失 563 395

のれん償却額 338 392

無形固定資産償却費 1,156 778

貸倒引当金の増減額（△は減少） 40 △43

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,641 △1,236

退職給付引当金の増減額（△は減少） 230 249

受取利息及び受取配当金 △71 △54

支払利息 376 434

為替差損益（△は益） 151 143

持分法による投資損益（△は益） 103 △76

固定資産除却損 158 14

投資有価証券売却損益（△は益） △155 △1,700

関係会社株式売却損益（△は益） △429 △71

関係会社株式評価損 3 22

持分変動損益（△は益） 110 △18

売上債権の増減額（△は増加） 1,194 1,608

たな卸資産の増減額（△は増加） △220 △41

仕入債務の増減額（△は減少） △338 17

その他 1,429 1,493

小計 6,450 9,327

利息及び配当金の受取額 72 88

利息の支払額 △380 △428

訴訟和解金の支払額 － △2,557

法人税等の支払額 △365 △381

法人税等の還付額 559 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,335 6,049
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △307 △245

定期預金の払戻による収入 174 238

有形固定資産の取得による支出 △646 △632

無形固定資産の取得による支出 △720 △490

投資有価証券の取得による支出 △98 △10

投資有価証券の売却による収入 679 2,012

投資有価証券の償還による収入 32 26

関係会社株式の取得による支出 － △138

関係会社株式の売却による収入 284 89

関係会社の整理による収入 33 70

少数株主からの株式の購入による支出 △274 △10

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

－ 1

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出

△179 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

－ 12

差入保証金の差入による支出 △88 △461

差入保証金の回収による収入 535 341

その他の支出 △153 △318

その他の収入 656 231

投資活動によるキャッシュ・フロー △71 716

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 9,700 1,516

短期借入金の返済による支出 △13,017 △1,629

長期借入れによる収入 2,522 4,520

長期借入金の返済による支出 △297 △7,692

社債の償還による支出 △568 △810

自己株式の売却による収入 5 0

自己株式の取得による支出 △0 △1

配当金の支払額 － △411

少数株主への配当金の支払額 △0 △2

その他 △41 △96

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,698 △4,606

現金及び現金同等物に係る換算差額 13 △143

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,578 2,014

現金及び現金同等物の期首残高 14,211 27,622

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同等物の
増減額（△は減少）

－ △69

現金及び現金同等物の四半期末残高 18,790 29,567
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該当事項はありません。 

  

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

前連結会計年度末で、コーポレートベンチャーキャピタル事業から撤退し、単一セグメントとなっ

たため、記載を省略しております。 

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

（単位：百万円）

 
(注) １ 国または地域の区分は、地理的近接度によっております。  

２ 「アジア」に属する国および地域は、中国、韓国およびタイであります。 

３ 「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）および「工事契約に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結累計期間より適用しております。この変更に

伴い、従来の方法によった場合に比べて、売上高は、「日本」で230百万円、「アジア」で56百万円それぞれ増加しており

ます。また、「日本」で営業利益が88百万円増加し、「アジア」で営業損失が23百万円減少しております。 

４ 在外子会社等の収益および費用については、第１四半期連結累計期間より期中平均の直物為替相場により円貨に換算する

方法に変更しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、売上高は、「アジア」で122百万円減少し

ております。また、「消去または全社」で営業損失が6百万円増加しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

（事業の種類別セグメント情報）

（所在地別セグメント情報）

日本 アメリカ アジア 計
消去 

または全社
連結

 売上高

 (1)外部顧客に対する売上高 104,840 203 7,389 112,433 ─ 112,433

 (2)セグメント間の内部 

   売上高または振替高
119 23 769 913 (913) ─

計 104,960 227 8,158 113,346 (913) 112,433

 営業利益または営業損失(△) 7,292 9 △207 7,094 (4,586) 2,508
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（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

1. 報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。  

 当社グループは、当社が提供する情報サービス事業として「単体サービス」、当社連結子会社が展

開する事業を、サービスの提供先ごとに区分し、「ＢｔｏＢ国内子会社」、「ＢｔｏＢ海外子会

社」、「ＢｔｏＣ子会社」の４つを報告セグメントとしております。  

 
  

2. 報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報   

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

（単位：百万円） 

 
(注) １ セグメント利益の調整額168百万円は、セグメント間取引消去133百万円、のれんの償却額35百万円でありま

す。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

  

該当事項はありません。  

  

（セグメント情報）

「単体サービス」‥‥‥‥‥‥ 

 

当社におけるコールセンターサービスを中心としたワンストップの

アウトソーシングサービス事業等

「ＢｔｏＢ国内子会社」‥‥‥ 国内子会社における法人向け情報サービス事業

「ＢｔｏＢ海外子会社」‥‥‥ 海外子会社における法人向け情報サービス事業

「ＢｔｏＣ子会社」‥‥‥‥‥ 子会社における消費者向けメディアサービス事業

報告セグメント
調整額  

(注)１

四半期連結損益 

計算書計上額  

(注)２
単体 

サービス

ＢｔｏＢ 

国内子会社

ＢｔｏＢ 

海外子会社

ＢｔｏＣ 

子会社
合計

売上高

 外部顧客への売上高 91,529 9,220 9,778 2,084 112,611 ─ 112,611

 セグメント間の内部 

 売上高または振替高
147 7,347 330 3 7,827 △7,827 ─

計 91,676 16,567 10,108 2,087 120,439 △7,827 112,611

セグメント利益 3,499 457 30 249 4,236 168 4,405

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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